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アメリカでは、 0 ～ 8 歳までの子どもの38％が、デジタル機器を用いてゲームやビデオ視聴等をしは
じめており、 5 ～ 8 歳では、約半数の子どもが使用するようになることが示されている（Rideout, 
2013）。このような状況に対して、アメリカ小児科学会は子どもたちの「メディアダイエット」を進め
る呼びかけを行い、 3 歳未満の子どもたちにはデジタル機器を利用させないことを主張している
（American Academy of Pediatrics, 2011; 2013）。また、近年、これらのデジタル機器が子どもたちにど
のような影響を与えるのかについての研究が行われはじめている。たとえば、初期の読み書き学習に対
するタブレット型端末利用の効果の検討や（Neumann & Neumann, 2014）、保育の中でのタブレット
型端末の活用事例を取り上げて、テクノロジーを使った活動とそうでない活動とのバランスをとるべき
であるとの主張（Shifflet, Toledo, & Matton, 2012）などがある。最近では、2015年にアメリカで行わ
れた小児科学会大会（Pediatric Academic Societies Annual Meeting in San Diego）において、セッ
ションが企画され、乳幼児によるデジタル機器の使用実態や、親子の相互作用に与える影響、タブレッ






















































あるアプリの種類については、11種類の選択肢のうち、 4 種類選択した対象者が 6 名で最も多く、つい














































































点）無料アプリ10本 であった。ジャンルは絵本・英語・文字・歌・ゲーム・おえかきの 6 つで絵本と














有効回答31を、研究 1 と同じ基準で賛成、反対、制限つき賛成の 3 つに分類したところ、賛成 3 、反
対17、制限つき賛成11であった。カイ二乗検定を行った結果、頻度の偏りが有意であり（χ2（ 2 ）＝9.55, 
p<.01）、多重比較の結果、賛成よりも反対が多かった。学科別にみると、心理学科では、賛成 1 、反対




















学科によって評価に差がみられるかを検討するために、各項目について、学科（ 2 ）×ジャンル（ 6 ）
の二要因分散分析を行った。その結果、「色」「輝度」「動き」では、学科の主効果のみが有意であった
（色：F（1,33）＝4.17, p<.05, 輝度：F（1,33）＝4.47, p<.05, 動き：F（1,33）＝9.80, p<.01）。「あそび方のわか
りやすさ」では、ジャンルの主効果のみが有意であった（F（5,33）＝2.80, p<.05）。「使われていることば
の内容」「発達に役立つか」「年齢に合っているか」では、学科（ことば：F（1,33）＝4.57, p<.05, 発達：
F（1,33）＝9.66, p<.01, 年齢：F（1,33）＝15.55, p<.001）とジャンル（ことば：F（5,33）＝6.26, p<.001, 発達：





































































（Anderson, Huston, Schmitt, Linebarger, & Wright,2001）、発達初期からの長時間テレビ視聴が幼児の
注意や言語の発達に悪影響を及ぼすことが示されてきた（Christakis, Zimmerman, DiGiuseppe, & 
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